
 

資格の大原 無断転載・複製を禁じます 

【的中問題！】 一部ご紹介致します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大原：直前対策模擬試験②－第５問 

 

本試験：第２問 

 

大原：公開模擬試験－第19問

 

本試験：第16問 

 



無断転載・複製を禁じます 

 

令和４年度 中小企業診断士第１次試験 

○Ｃ  企業経営理論 
 

【総評】 

本科目は、量の面から見ると設問数は41設問と昨年と同数である。昨年度よりも解答の

判断が難しい問題も多く、全体としては昨年度よりも難度はやや高くなったと思われる。 

難易度を決める要因の一つとして、選択肢の数があるが、４肢択一形式と５肢択一形式

の問題を比較すると後者の方が難易度は上がる。本年の出題状況を見ると、４肢択一形式

と５肢択一形式の設問の比率が11対30になっており、昨年の18対23よりも５肢択一形式の

出題数が大幅に増加している。 

出題の分野別内訳をみると、戦略論が13設問、組織論が14設問、マーケティング論が14

設問であった。近年の出題傾向と比較すると、出題の分野別内訳はほとんど変化していな

い。 

分野ごとに見ていくと、戦略論は、５肢択一形式の設問が11問（昨年９問）であり、昨

年よりは解答の判断が難しくなったといえる。頻出論点であるＰＰＭ（第２問）、環境分

析のフレームワーク（第３問）、イノベーションのジレンマ（第９問）に関する問題など

で得点したい。また、エフェクチュエーション（第８問）は、昨年も出題されており、過

去問題の攻略も必要であった。 

組織論は、５肢択一形式の設問が10問（昨年７問）であった。第23問～第26問までの労

働基準法、就業規則、労働者災害補償、労働組合法など、労働関連法規に関する問題では、

時事的な要素を含む出題がみられ、時事問題への対策の有無で対応は分かれたと思われる。

頻出論点である、組織形態と構造（第13問）、動機づけ理論（第16問）などの問題で得点

したい。 

マーケティング論は、５肢択一形式の設問が９問（昨年７問）であり、昨年よりも判断

に迷うケースがあったと思われる。頻出論点である準拠集団（第27問）、価格戦略（第29

問）、サービス・マーケティング（第37問）などの問題で得点したい。その他、マーケテ

ィングに関する専門用語が問題の随所に見られたため、これらを正しく把握できていたか

どうかで、得点に影響があったものと思われる。 

以上 


